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©長崎大学高度感染症研究センター
※本作品の無断転載・加工・複写(コピー)は、著作権法上の例外を除き禁じられています。

※1　正確な病原体名はエボラウイルス、病名はエボラウイルス病(以前はエボラ出血熱と呼称)といいますが、このマンガの中では

エボラと省略して表現しています。

※2　2025年度現在、長崎大学ではエボラウイルスを含む特定一種病原体等を使用した実験はまだ始まっておりません。

※3　HEPAフィルター(High Efficiency Particulate Air Filter)

HEPAフィルターは、直径0.3㎛の粒子を99.97％捕捉できる高性能フィルターです。当BSL-4施設では2枚のHEPAフィルターを
直列に配置することでより効果的に病原体を捕捉し無菌の空気のみを排出しています。

※4　陽圧防護服とはスーツの中に常に空気を供給しスーツ内をスーツの外より高圧に保つことで、外気がスーツ内に流入しない

ようにして、実験者を空気中の病原体との接触から守る防護服です。(長崎大学BSL-4施設は日本初のスーツ型BSL-4施設です）

長崎大学BSL-4施設について、詳しくは　https://www.ccpid.nagasaki-u.ac.jp/　をご覧ください。

①…石 弘之「感染症の世界史」　角川ソフィア文庫 2024

②…田城 孝雄、北村 聖「感染症と生体防御」放送大学教材 2024
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